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〇 「第615回審査会合」及び「第646回審査会合」での誤記に関わる対応を踏まえ，本資料にて過去の審査会合資料を引用する際の注記を
下記のとおりとする。
・ 右上の注記

再掲 ： 過去の審査会合資料を，そのまま引用する場合
一部修正 ： 過去の審査会合資料の内容を，一部修正する場合
誤りを修正 ： 過去の審査会合資料の誤りを，正しい記載とする場合

・左下の注記
修正した誤りの内容を記載 （誤りの修正がある場合）



○ 今後の資料で回答する指摘事項 ：主に敷地極近傍の断層の評価に関わる審査会合における指摘事項

i

下表の指摘事項に対する回答として，敷地周辺及び敷地近傍の地質・地質構造について説明する。

指摘事項等

○ 本資料で回答する指摘事項 ：主に敷地周辺の断層の評価に関わる審査会合における指摘事項

No. 項目 指摘時期 コメント内容 掲載箇所

S1-74 sF断層系
第732回会合
（2019.6.21）

sF-1断層について，地下深部への連続性について説明性向上の観点から，震源断層であるか否かに
ついての調査・評価を補強し説明すること。

評価方針・検討状況につ
いて，別資料に示す。

No. 項目 指摘時期 コメント内容

掲載箇所

本編資料
補足

説明資料

S1-73
奥尻海盆東縁

断層
第732回会合
（2019.6.21）

奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層及び西津軽海盆東縁断層の連動について，国土交通省
(2014)に示されている長さ（137km），事業者が文献調査段階で示した長さ（143km），事業者が同時破壊
を考慮すると評価した長さ(127km)の根拠を説明し，震源として考慮するものを選定すると共に，地震動
への影響をM-Δ図等を用いて説明すること。

P.1-
31,46,47,50

P.6-26,27

P.9-3

P.2

S1-75
下北半島西部の

隆起
第732回会合
（2019.6.21）

下北半島西部の隆起に関してF-14断層の不確かさの一環として設定した仮想的な断層の基本方針に
ついては一定の理解をするものの，走向については任意性があると考えている。ブーゲー重力異常等の
地下構造，背斜・向斜等の地質・地質構造，リニアメント等の変動地形学の観点等から，仮想的な断層
の走向を時計回りに回転させたケースについても検討し説明すること。

P.8-9～
P.8-14

P.6～P.14

S1-76
下北半島西部の

隆起
第732回会合
（2019.6.21）

渡辺ほか（2012）に示されている大間周辺の1903年～1981年間の水準点変動データについて，1981年
以降のデータの有無を確認し，データがあれば傾向等を説明すること。

－ P.16～P.21
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（参考） 国交省（2014)１）のF18断層：第732回審査会合資料2-1での当社による文献断層長さ

１．第732回審査会合資料2-1で示した国交省(2014) のF18断層の文献断層長さについて
コメントNo. S1-73

• 第732回審査会合までは，国交省（2014）１）によるF18断層の文献断層長さは，文献に示される断層トレースを，当社が断層が分布しないと
評価する測線まで延長した長さで記載していた。（約143ｋｍ）

• 今回以降は，文献に示される長さを記載することとする。（F18中部とF18南部→100.0ｋｍ，F18北部→37.4ｋｍ，合計断層長さ 137ｋｍ）

渡島小島

解析範囲 第732回会合で示した文献断層長さ 約143ｋｍ

第732回審査会合資料2-1での当社による文献断層長さ

国交省（2014）１）に示される断層長さ

端点（文献に座標で示される断層南端） 国土交通省（2014）１)に加筆

F18断層（南部）
F18断層（中部） F18断層（北部）

国交省(2014)１）に示される合計断層長さ 137ｋｍ

F18断層（南部）
F18断層（中部） F18断層（北部）

端点（文献断層の延長と
断層が認められない測線との交点）

徳山ほか「日本周辺海域の第四紀地質構造図」３)による
逆断層（△は傾斜の向き）

海上保安庁水路部「海底地質構造図」1/５万４)による断層

FK-1 国土交通省（2014）１)による断層
（△は傾斜の向き）

文 献 断 層

地質調査所「西津軽海盆海底地質図」1/20万５)による
断層，推定断層，伏在断層

活断層研究会編「〔新編〕日本の活断層」1/100万２)による
活断層

活断層研究会編「〔新編〕日本の活断層」1/100万２)による活撓曲

活断層研究会編「〔新編〕日本の活断層」1/100万２)による
推定活断層
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「相対的に隆起が速い領域」は，陸域では隆起速度が0.15～0.20m/ky
を超える領域，海域ではＢ１層に傾動が判読される領域であるが，さらに
図に示す条件により，領域を描いている。

Ｂ１層の傾動域（破線は推定）

海域の隆起調査結果

Ｂ１層の傾斜方向
（グロース不明な隆起域の境界）

Ｂ１層堆積時の沈降方向
（実線は確認区間，破線は推定区間）

Ｃ 層の傾動域（破線は推定）

Ｃ 層堆積時の沈降方向
（実線は確認区間，破線は推定区間）

陸域の隆起調査結果

「相対的に隆起が速い領域」の定め方

２．第四紀広域隆起のうち「相対的に隆起が速い領域」の設定について

弁天島

大間

佐井

赤川易国間

奥戸

海域は第四系下面
等深線を示す。
陸域は現在の接峰

面等高線を示す。

隆起の分類

相対的に隆起が速い領域

第四系下面の谷地形

第四系下面の細長い凸地形海域のB1層の傾動域を包含

陸域の隆起速度0.15～0.20m/kyを
超える位置を通過
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地形要素分布図の作成

線状地形あるいは伏在断層を示唆する地形要素については，後期更新世以降に活動した可能性を検
討する。

・ 線状地形を挟んだ高度不連続，河川屈曲，あるいは緩斜面の変形等の断層運動を示唆する地形的特徴の有無を確認
する。

・ 地質構造図，地質図と対比し，差別侵食で形成された組織地形である可能性を確認する。

活動性の判読，地形・地質構造・地質分布との対比

空中写真判読図の作成手順

空中写真判読により地形要素を判読し，地形図に示す。

・ 直線谷，鞍部，緩斜面中の傾斜変換点等の線状地形あるいは伏在断層を示唆する地形要素のほか，崩壊地形，急崖等
を判読し，地形図に記載する。なお，緩斜面については別途段丘面の判読を行う。

３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（1/9） コメントNo. S1-75

後期更新世以降に活動した可能性がある地形要素及びそれに連続する地形要素を統合し，「断層地形
の可能性がある地形」として地形図に示す。これを空中写真判読図とする。

・ 断層運動を示唆する地形的特徴のある地形要素及び組織地形と解釈できない地形要素を抽出し，それの延長上にある
地形要素を統合して「断層地形の可能性がある地形」とする。

・ 抽出された「断層地形の可能性がある地形」について，蓋然性によるランクを付し，全てを活動性評価の対象とする。※１

空中写真判読図（「断層地形の可能性がある地形」分布図）の作成

※１ 活動性評価の結果は，本編資料「1.4.2 陸域の活断層（概要）」（P.1-34～P.1-38）を参照。

周辺陸域（30kmまで）における空中写真判読図は，ここに示す手順で作成している。以降の頁では，「相対的に隆起が速い領
域」を包含する範囲について，作業手順に沿って判読結果を示す。
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0 2km

地形要素分布：全体図

※２ 第579回審査会合資料1-1-1「2.2二ツ石ﾘﾆｱﾒﾝ
ﾄ」（P.73～P.77），〃資料1-1-2「4.1二ツ石ﾘﾆｱﾒ
ﾝﾄ」（P.339～P.352）を参照。

※３ 第579回審査会合資料1-1-1「2.3材木ﾘﾆｱﾒﾝﾄ」
（P.79～P.81），〃資料1-1-2「4.2材木ﾘﾆｱﾒﾝﾄ」
（P.355～P.367）を参照。

※４ 第579回審査会合資料1-1-2「4.3原田東方ﾘﾆｱ
ﾒﾝﾄ」（P.369～P.383）を参照。

大間

佐井

易国間南方

➀

②

③

３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（2/9） コメントNo. S1-75

※１ 活動性評価の結果は，本編資料「1.4.2 陸域の
活断層（概要）」（P.1-34～P.1-38）を参照。

注） 本図の範囲における文献地質断層について，
第579回審査会合資料1-1-2「1.3文献地質断
層」を参照。

「断層地形の可能性がある地形」

Ｄランク

Ｅランク

① 二ツ石リニアメント※２

② 材木リニアメント※３

③ 原田東方リニアメント※４

（いずれも後期更新世以降の
活動は認められない。※１）

呼 称
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地形判読図構造図
地形要素分布：凡例

地質図

３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（3/9） コメントNo. S1-75

「断層地形の可能性がある地形」

Ｄランク

Ｅランク

① 二ツ石リニアメント

② 材木リニアメント

③ 原田東方リニアメント

（いずれも後期更新世以降の
活動は認められない。）

呼 称
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３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（4/9） コメントNo. S1-75

地形判読図

➀

陰影図

➀

構造図

➀

地質図

➀

地形要素分布：大間
• 北部ではNNW-SSE走向及びNNE-SSW走向の

線状地形が多く，南部ではENE-WSW走向の線
状地形が多い。

• 断続的に分布する線状地形も認められる。

• 線状地形は，中新統の地質構造に沿うもの及
び最大傾斜方向のものが多い。

• ➀「二ツ石リニアメント」では，海成段丘面に緩
い鞍部状の地形が不明瞭に認められる。
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３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（5/9） コメントNo. S1-75

地形判読図

②

③

構造図

②

③

陰影図

②

③

地質図

②

③

• 北 部 で は NNE-SSW 走 向 及 び NNW-
SSE走向の線状地形が多く，他にN-S走
向で断続する線状地形が認められる。

• 線状地形は，中新統の地質構造
を横断するものが多い。

• ②「材木リニアメント」では，線状
地形を挟んだ海成段丘の高度不連
続が不明瞭に認められる。

• ③「原田東方リニアメント」では連
続する明瞭な傾斜変換線が認めら
れる。

• 中部から南部ではNW-SW走向の
線状地形が多く，断続的に分布す
る線状地形も認められる。

地形要素分布：佐井
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３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（6/9） コメントNo. S1-75

地形判読図 陰影図

構造図 地質図

• 線状地形は，中新統の地質構造
を横断するものが多い。

• 活動性を示唆する地形的特徴を
持つ線状地形は認められない。

• NNE-SSW走向及びN-S走向の線状
地形が多く，NW-SE走向，ENE-SWS
走向もしばしば認められる。

• 断続的に分布する線状地形も多く
認められる。

地形要素分布：
易国間南方
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地形要素分布：判読結果

地形要素分布図の作成

線状地形あるいは伏在断層を示唆する地形要素については，後期更新世以降に活動した可能性を検討する。

・ 線状地形を挟んだ高度不連続，河川屈曲，あるいは緩斜面の変形等の断層運動を示唆する地形的特徴の有無を確認する。
・ 地質構造図，地質図と対比し，差別侵食で形成された組織地形である可能性を確認する。

⇒ 海成段丘面分布域に認められる線状地形では，一部の線状地形において，海成段丘面の変位を示唆
する地形が認められることから，これらを「断層地形の可能性がある地形」として抽出し，判読された地名
を冠した「二ツ石リニアメント」，「材木リニアメント」，「原田東方リニアメント」と呼称し，ランクを評価するこ
ととする。

⇒ 線状地形のほとんどは中新統に発達しており，上記以外に，線状地形を挟んで高度不連続，河川屈曲
等の断層による変位を示唆する地形的特徴は認められない。

活動性の判読，地形・地質構造・地質分布との対比

空中写真判読により地形要素を判読し，地形図に示す。

・ 直線谷，鞍部，緩斜面中の傾斜変換点等の線状地形あるいは伏在断層を示唆する地形要素のほか，崩壊地形，急崖等を
判読し，地形図に記載する。

⇒ 線状地形は，NNW-SSE走向及びNNE-SSW走向が多く，部分的にNW-SE走向，NE-SW走向等が発達
する。

空中写真判読図（「断層地形の可能性がある地形」分布図）の作成

３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（7/9） コメントNo. S1-75 12



「断層地形の可能性がある地形」の分類基準 断層地形の蓋然性が高い物からＡランク～Ｅランクの５ランクに分類する。

分類
判読内容

段丘面・扇状地等の
平坦面の形状

山地・丘陵内 連続方向・連続性・高度不連続など

Ａ

• ひと続きであることが明瞭な
面上の鮮明な崖，急傾斜面，
溝状凹地，撓み状の地形等
の連続の良い配列からなり，
延長が長く，形成時代が異
なる複数の面がある場合に
は，古い面ほど比高，撓み
量，傾斜等が大きいもの。

• 鮮明な崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，ひと続きであることが明瞭な両側の地形に一
様な高度不連続が認められ，かつ以下の１）又は２）が認められるもの。

１） 連続区間が長い
２） 延長上至近距離の段丘面等に左欄に該当する同方向の崖等が認められる

• 尾根・河川が長い区間で同方向に屈曲し，かつ以下の３）～５）のうち少なくとも二つが認めら
れるもの。

３） 屈曲が鮮明
４） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
５） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向とは斜交あるいは直交
する。

• 崖の向き，撓み状の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜
方向とは逆方向を示す。

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状
の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と，同方向であ
るが，明瞭な高度不連続が認められ比高が大きく一様であり連
続も良い場合を含む。

Ｂ

• ひと続きであると推定される
面上のやや鮮明な崖，急傾
斜面，溝状凹地，撓み状の
地形等の連続の良い配列か
らなり，形成時代が異なる複
数の面がある場合には，古
い面ほど比高，撓み量，傾
斜等が大きいもの。

• 崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，両側の形態が類似する地形に一様な高度不連続が
認められ，かつ以下の１）又は２）が認められるもの。

１） 地形状態が鮮明
２） 延長上至近距離の段丘面等に左欄に該当する同方向の崖等が認められる

• 尾根・河川が同方向に屈曲し，かつ３）又は４）が認められるもの。
３） 屈曲が長い区間に認められ，かつ以下のａ）～ｃ）のうち少なくとも一つが認められるもの

ａ） 屈曲が鮮明
ｂ） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
ｃ） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

４） 上のａ）～ｃ）の全てが認められるもの

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向とは斜交あるいは直交
する。

• 崖の向き，撓み状の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜
方向とは逆方向を示す。

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状
の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と，同方向であ
るが，明瞭な高度不連続が認められ比高が大きく一様であり連
続も良い場合を含む。

Ｃ

• 一部で不鮮明な崖，急傾斜
面，溝状凹地，撓み状の地
形等の連続的な配列からな
り，形成時代が異なる複数
の面がある場合には連続す
るもの。

• 崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，両側の地形に一様な高度不連続が認められるもの。
• 尾根・河川が同方向に屈曲し，かつ以下の１）又は２）が認められるもの。

１） 屈曲が長い区間に認められるもの
２） 以下のａ）～ｃ）のうち少なくとも二つが認められるもの

ａ） 屈曲が鮮明
ｂ） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
ｃ） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向とはやや斜交する。
• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状

の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と，同方向であ
るが，高度不連続が認められ比高が大きく連続も良いが，一部
で不明瞭となる場合を含む。

Ｄ

• 不鮮明な崖，急傾斜面，溝
状凹地，撓み状の地形等の
配列からなり，延長が短く断
続することが多いもの。

• 不鮮明な崖，鞍部等の連続の良い配列からなり，両側の地形に高度不連続が認められるが不
明瞭なもの。

• 尾根・河川が同方向に屈曲し，かつ以下の１）～３）のうち少なくとも一つが認められるもの。
１） 屈曲が鮮明
２） 河川の規模と屈曲量との間に正の相関
３） 閉塞丘，風隙等の特異な地形

• 高度不連続は不明瞭であり，崖等の配列方向は河川，海岸線
の方向と，崖の向き，撓み状の地形の傾斜方向等は地形面の
一般傾斜方向と同方向あるいは斜交し，一部で寸断され断続
する。

Ｅ

• 面上に崖，急傾斜面等は認
められない。

• 不鮮明な崖，鞍部等の配列からなり，両側の地形に高度不連続が認められるが不明瞭なもの。
• 尾根・河川が同方向に屈曲しているもの。

• 高度不連続は認められても，不明瞭である。
• 崖等の配列方向は河川，海岸線の方向と，崖の向き，撓み状

の地形の傾斜方向等は地形面の一般傾斜方向と同方向ある
いは斜交し，しばしば切断され，断続的である。

第732回審査会合

資料2-1P.1-37 再掲３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（8/9）
コメントNo. S1-75
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• 空中写真判読により，周辺陸域（30ｋｍまで）において判読された全ての「断層地形の可
能性がある地形」を，活動性評価の対象とする断層等として平面図に示し，表にまとめた。

• 「相対的に隆起が速い領域」には，①二ツ石リニアメント，②材木リニアメント，③原田東
方リニアメントが抽出される。これら「断層地形の可能性がある地形」には，現地調査の結
果，後期更新世以降の活動は認められない。※３

• 当該領域には，NNW-SSE走向およびNNE-SSW走向の線状地形が多く判読されるもの
の，上記以外に断層による変位を示唆する地形的特徴を持つ地形要素は認められない。

番号 断層・リニアメント名
当社による
ランク※１

文献※２

による確実度
空中写真で
判読した長さ

敷地からの
距離

① 二ツ石リニアメント Ｅ なし 約0.4ｋｍ 約２ｋｍ

② 材木リニアメント Ｄ なし 約１ｋｍ 約５ｋｍ

③ 原田東方リニアメント Ｅ なし 約1.5ｋｍ 約８ｋｍ

④ 赤川リニアメント Ｄ なし 約１ｋｍ 約17ｋｍ

⑤ 福浦リニアメント Ｄ Ⅲ 約２ｋｍ 約22ｋｍ

⑥ 野平リニアメント Ｅ Ⅲ 約4.5ｋｍ 約28ｋｍ

⑦ 清水山南方断層 Ｅ Ⅲ 約10ｋｍ 約27ｋｍ

⑧ 恐山東山麓リニアメント Ｄ なし
約12ｋｍ，
約６ｋｍ

約32ｋｍ，
約32ｋｍ

断層地形の可能性がある地形の分類は，断層地形の蓋然性
が高いものからA～Eの５ランクとした。

記号の短線は縦ずれの低下側を示す。

※１ 区間によりランクが異なる場合は，最大ランクを表示。
※２ 活断層研究会編（1991）２）。

3
0
ｋ
ｍ

⑧恐山東山麓
リニアメント

①二ツ石リニアメント

②材木リニアメント

⑤福浦リニアメント

⑥野平リニアメント

④赤川リニアメント③原田東方
リニアメント

空中写真判読図

活動性評価の対象とする断層等 （空中写真判読）⑦清水山南方断層

第732回審査会合

資料2-1P.1-36 一部修正

３．空中写真判読のうち「相対的に隆起が速い領域」について（9/9） コメントNo. S1-75

※３ 活動性評価の結果は，本編資料「1.4.2 陸域の活断層（概要）」（P.1-34～P.1-38）を参照。
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赤川

弁天島

大間

佐井

奥戸

渡辺ほか(2012) ６）に加筆

大間付近の測量結果

渡辺ほか(2012)６）には，大間付近の約80年間の水準点変動量のグラフが示されている。国土地理院が公開している水準点変動図
に基づく検証の結果，この水準点変動量のグラフは，むつ市における水準点変動量を０とした相対的な変動量として，正しく図化さ
れていると判断される。本図によれば，「相対的に隆起が速い領域」において下記の傾向が示唆される。これら傾向の信頼性を評価
するため，国土地理院による期間ごとの水準点変動図，他機関による水準点変動図と比較するものとする。

• 北東側海岸において，有意な変動は認められない。

• 西側海岸において，奥戸から佐井（水準点6287→水準点6291）に向かい変動量が大きくなっており，また途中の水準点6289が特
異に大きな変動量となっている。

1903年～1981年間の水準点変動とＭ１面の旧汀線

第579回審査会合

資料1-1-2 P.997 一部修正４．下北半島西部の水準点変動データについて（1/6）

コメントNo. S1-761903年～1981年間の水準点変動

相対的に隆起
が速い領域

「相対的に隆起が速い領域」の境界付近の水準点

西側海岸において，奥戸から佐井に向かい変動
量が大きくなる区間の境界付近の水準点
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東北地方の水準路線位置図

1954年 1969年 1981年 2003年

* 水準点変動図は前回データとの比較となるため，初回である1903年から1904年の図はない．

４．下北半島西部の水準点変動データについて（2/6） コメントNo. S1-76

• 下北半島西部の水準点変動は，国土地理院７）が公表している010300路線図にて示さ
れている。

• 同路線では，1903年から2003年の間に５回（1903年から1904年，1954年，1969年，
1981年，2003年）の路線測量が行われており，そのうち２期間（1903年及び1904年
→1969年，1969年→1981年）で西側海岸沿岸の水準点変動図が作成されている。

• なお，西側海岸沿岸は，1981年以降，路線測量が行われておらず，水準点変動図が更
新されていない。

国土地理院による水準点変動図の作成時期と作成範囲

国土地理院 ７）

国土地理院 ７）
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1954年の水準点変動図は，1903年
～1904年を基準としており，全体に
沈降傾向を示す。

国土地理院による水準点変動図1

1954年 1969年

４．下北半島西部の水準点変動データについて（3/6） コメントNo. S1-76

1969 年 の 水 準 点 変 動 図 は ，
1903年～1904年及び1954年を基
準とし，むつ市の変動量を０として
示されている。

奥戸から佐井に向かい変動量が大
きくなるのは，水準点6291における
1903年から1969年での変動量が突
出して大きかったことが原因となって
おり，継続的なものではない。

国土地理院 ７）に加筆国土地理院 ７）に加筆

「相対的に隆起が速い領域」の境界付近の水準点

西側海岸において，奥戸から佐井に向かい変動
量が大きくなる区間の境界付近の水準点
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1981年

2003年

４．下北半島西部の水準点変動データについて（4/6） コメントNo. S1-76

国土地理院による水準点変動図２

2003年の水準点変動図は，1981
年を基準としている。

1981 年 の 水 準 点 変 動 図 は ，
1969年を基準とし，むつ市の変動
量を０として示されている。

水準点6289の特異に大きな変動量
は，当該水準点において1969年から
1981年での変動量が突出して大きか
ったことが原因となっており，継続的
なものではない。

国土地理院 ７）に加筆

国土地理院 ７）に加筆

「相対的に隆起が速い領域」の境界付近の水準点

西側海岸において，奥戸から佐井に向かい変動
量が大きくなる区間の境界付近の水準点
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リサイクル燃料貯蔵(株)（2018）８）による水準測量結果図に加筆

リサイクル燃料貯蔵（株）(2018)５）による水準測量結果図によれば，下北半島西
部の北東側海岸の水準点変動は，水準点6975の変動量を０として，H23（2011）年
からH25（2013）年での２年間は低下区間が多く，H25(2013)年からH27(2015)年での
２年間は上昇であり，継続的な変動傾向は認められない。

４．下北半島西部の水準点変動データについて（5/6） コメントNo. S1-76

他機関による水準点変動図 「相対的に隆起が速い領域」の境界付近の水準点
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４．下北半島西部の水準点変動データについて（6/6） コメントNo. S1-76

まとめ

• 下北半島西部で実施された水準点測量によれば，「相対的に隆起が速い領域」において，有意な変動は認められない。

• また，一般に地質学的な手法による変動量と測地学的な変動量とには大きな差があることが知られており※１，水準測量による地表の変
位データは，短期間の変動傾向の評価には適するものの，数千年から数十万年単位の変動の評価には適さないと判断される。

• なお，下北半島西部の西側海岸において，1981年より後の水準測量は行われていない。

渡辺ほか(2012)６）に示される約80年間の水準点測量による下北半島西部沿岸の水準点変動は，むつ市における水準点変動量を０とした
相対的な変動量として正しく図化されており，「相対的に隆起が速い領域」において，以下３点の変動傾向が示唆される。

西側海岸の変動傾向については，以下に示す理由により，普遍
的な変動ではないと判断される。

① 奥戸から佐井に向かい変動量が大きくなるのは，水準点6291
における1903年から1969年での変動量が突出して大きかった
ことが原因となっており，継続的なものではない。

② 水準点6289の特異に大きな変動量は，当該水準点における
1969年から1981年での変動量が突出して大きかったことが原
因となっており，継続的なものではない。

下北半島西部沿岸の変動傾向

西側海岸の変動傾向の検討

まとめ

北東側海岸における有意な変動の不存在は，以下に示す他機
関による水準点測量からも示唆される。

③ リサイクル燃料貯蔵（株）(2018)８）による水準測量結果図によ
れば，下北半島西部の北東側沿岸の水準点変動は，水準点
6975の変動量を０として，H23（2011）年からH25（2013）年での2
年間は低下区間が多く，H25(2013)年からH27(2015)年での2年
間は上昇であり，継続的な変動傾向は認められない。

北東側海岸の変動傾向の検討

＜西側海岸の変動傾向＞

① 奥戸から佐井に向かい変動量（水準点6287→水準点6291）が
大きくなっている。

② 佐井付近の水準点6289が特異に大きな変動量となっている。

＜北東側海岸の変動傾向＞

③ 北東側海岸では，有意な変動は認められない。

※１ 例えば，鷺谷・大坪（2019）９）など
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